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昭和５３年度

1．調査の実施状況

１）実施機関および担当者名

実施機関東京都水産試験場

担当者同大島分場

州
※
治
正
男
盛
夫
行
致
一
吉
子
子
盛
行
爾

恵
恵

伸
政
光
卓
・
正
盛
陽
真
多
多
光
正
純

場長

分場長

海況・漁況

小堀

草苅

中川

武藤

竹之内

小泉

斎藤

岡村

床枝

有馬

有馬

武藤

小泉

米沢

塩検

プランクトン

卵稚仔

２）沖合定線調査

（１）実施調査船

船名

乗組員

トン数

主機

測深機

音響測深機

みやこ

船長青沼勇他１６名

１２７．３２トン（ＧＴ）速力１２７．３２トン（ＧＴ）速力１０．３ノット

ダイハツ中速ディーゼル 馬力６００ＰＳ

Ｔ・Ｓ－２型（鶴見精機製）ワイヤー１，５００ｍ

ＦＵＶ－１２型，ＦＭ－２２Ｃ型（古野電気製）

ＦＲ－１５１－Ｄ型（古野電気製）

ＬＴ－２Ａ型（古野電気製）

ＭＫ－６１（村山電気製）

９０６０型（プレッンー社製）

４型（理化学研究所製）

レーダー

ロブン

電気水温計

ＳＴＤ

ＧＥＫ

－１－



サリノメーター （オートラプエ業社製）

※現本場技術管理部長 ※※現八丈分場

(2) 観測定線概要図

（図１参照）

３５ｏＮ
大島大島

００

パ2`
ＯＩｏ２６

三宅瓜ａ｡２，
１．．２８
１…

八丈自害…

…)｡“

…い⑪
…(W“

３４●Ⅳ

３３●Ⅳ

32ＦＩＶ

３１ｏＮ

Ｌ島。

１３ゲＥl４ｒｇｌ４１ｏＥＭ乏区：

大島～鳥島間（』線）１０側点

図１ 沖合観測定線図

(3) 調査項目

海象：海象：水温・塩分（４月はＳＴＤ使用，６，２月は転倒温度計およびナンゼン採水器使用

による６００ｍ層までの各層観測）流向．流速・水色・波浪・うねり．海深・潮目

気象：風向・風力・雲量・雲形・天気・気温・気圧

生物：プランクトン（⑧Ｂネット，０←１５０ｍ垂直曳き）

卵稚仔（同上，⑬ネット，表面水平５分間曳き）

魚群分布（魚群探知機目視等による。）

－２－



(4)実施概要

調査年月日

Ｓ５３．４．１９～２５

６．７～１０

s５４．２１７，２０～２２

備考

０２５～０２９ＳＴＤ作動不良

ＫＥＲ黒潮横断観測

ＫＥＲ.を兼ねる

みやと

〃

〃

０
０
０

１
１
１

米沢純爾

床枝真吉

小泉正行

１０

１０

１０

０
０
０

３）沿岸定線観測

（１）実施調査船

（２）観測定線概要図

２）の(1)に同じ

(図２参照）

コザＮ

グ･Ｔ８

Ｔ９

ＴｌＯ

３４．ＮＴ１１

（

Ｔ１３

.、八拍
３３ＰＩＷ

139髄ｌ４ｒＥ

図２沿岸観測定線図

(3)調査項目 ２）の(3)に同じ（但し，水温，塩分は転倒温度計およびナンセン採水器使

用による４００ｍ層までの各層観測）

－３－



(4)実施概要

備考

荒天のためＴ３，Ｔ１３

欠測

荒天のためＴ３，Ｔ４，

Ｔ５欠測

調査年月日

Ｓ５３．４．１３～１５ ２１床枝真吉１７みやこ１１９

１６ ３〃１１９５．１２～１４ 〃

１９

１９

０
０

:｜｝：
６．７～１０

７．１９，２２～２３

〃

床枝真吉
斎藤盛致

サリノメーター故障のた

め塩分量欠測

ＫＥＲを兼ねる

サリノメーター故障のた:|床雫＝
１９

１９:’１：
８．１０～１５

９．１８～２１

め塩分量欠測

:|麗鑿:｜}：
１９

１９

１０．４～７，１１

１１．６，８～１０ ＫＥＲを兼ねる。６００

加層まで観測

荒天のためＴ４，Ｔ７，

Ｔ１２～１５，Ｔ１７，

Ｔ１９欠測

荒天のためＴ１２～１５

欠測

８〃１１９ １１１２．１９～２１ 〃

４１斎藤盛致〃１１９ １５Ｓ５４．１．１６，１７，２０

２２～２５

２．７～８

９～１０

３．６～８

荒天のためＴ１３欠測１８ １１〃〃１１９

１９ 0１〃〃１１９

「

4）予報資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料

調査指導船轍みやこ”碗やしお”碗かもめ”侭拓南”による調査資料

市場および一般漁船からの聞込み調査

島しょ各漁業組合との電話連落および聞込み調査

各水研．水試，水路部および漁業情報サービスセンター等の発行資料

－４－



すとれちあ丸観測資料

漁獲物の魚体調査資料

５）予報・情報の発表

1）漁海況速報

主な対象魚種

メママハケカタイアメヒクア
マン

ォラサ
カサニヱッカサダヤコジ タ。マ
ウイモ

ジキパオカオペキイイサロウ

発行部数および

主を配布先
発行年月 日

各回７４部

年間合計３，７７４部

主な配布先

都下漁業協同組合

東海区水研

水産庁

関係各県水産試験場

その他の関係各官公庁

報道機関等

（計６０ケ所）

Ｓ５３．４／3．１０１７．２４

5／1．８．１５．２２．２９

6／5．１２．１９．２６

7／３．１０．１７．２４．３１

8／7．１４．２１．２８

９／５．１１．１８．２５

１０／2．９．１６．２３．３０

１１／6．１３．２０．２７

１２／４．１１．１８．２５

s５４．１／8．１５．２２．２９

２／5．１２．１９．２６

３／5．１２．１９．２６

(2)その他の公示方法

「大島分場だより」に各種調査結果および予報を掲載

大島漁業用海岸局より漁海況調査結果の無線放送および港内放送による停泊漁船への周知そ

の他新聞等への公示

2．調査研究結果

１）海洋状態の推移と特徴

（１）黒潮の動勢（図３）

黒潮は引き続き安定したＡ型で経過した。流軸は５３年２月以降，熊野灘沖でＳ字型に湾曲

し，熊野難沿岸部に接していたが（Ａｓ型），４月から５月にかけてとのＳ字型湾曲部は消滅

－５－



し，北上部が急速に東（１３８。Ｅ以東）ヘ移動した。５～６月に豆南～房総沖で比較的小規

模な雛接岸が操返され，６～７月には再び遠州灘沖では流軸のＳ字型湾曲が強まった。

１０月に入り流軸の蛇行部の南端かやや南に下がり（ほぼ３０．Ｎ），蛇行は南北に細長い

舌状となり，１１月には蛇行位置か西に移った。

５４年１～２月には熊野｡難沖への曲り込み（Ａｓ型）が再び形成され，２月前半～３月前半

には蛇行部か沖合方向へかなり著しく伸び出した（ほぼ２９．３０’Ｎまで）。

以上のように，昭和５０年８月以来持続しているＡ型は長期安定の様相を呈した。

３５･

３０。

３５。

３０□

３５ｏ

３００

□

３５

３０○

１３５．－ １４０｡ Ｉ３５Ｕ ｌ４０ｏ 1３５． 1４００

'１１十一

磯Ｑｆ－－う

図３黒潮の流軸変動（水路部海洋速報）

－６－

■■ 曰■ 曰■

■■ ロロ ■口

□■ ■■ ■■
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(2)伊豆諸島海域の海況変化

豆南以西の沿岸域は黒潮がＡ型になった昭和５０年夏以来，多少の変動があったものの黒潮

の強い接岸により全般的に高目の水温で経過した。

伊豆諸島海域でも大冷水塊迂回後の黒潮が接岸（北偏）して北部海域（三宅島以北）を流去

し，この海域は黒潮の直接の影響による高目の水温が持続して強い流れか見られた。

八丈島海域は黒潮蛇行部の外側部のため，蛇行の変動にともない小変動はあるものの，おお

むね平年並の水温で経過した。

本年度の海況概要を表１に示した。

表１伊豆諸島海況経過の概要

月
一

S５３年

里
ハ、、 潮 沿岸海況

上旬は高目水温で経過し，中・下旬は変化

が激しく，また全域にわたり低温傾向を示し

た。

北部海域に沿岸水の張り出しかあった。

水温変動が激しく，下旬には冷水の張り出

しにより，新島，弍根島および三宅島等で水

温が低下した。

接岸傾向で経過したか，中・下

旬に大冷水塊が変形し，流路が複

雑に変化した。

４

北部海域を接岸して流れるもの

と，スミス～青ヶ島間を流れるも

のとにわかれた。下旬に御蔵島以

南まで離岸した。

５

接岸傾向で流路が安定し，北部

海域まで暖水が流入した。

上旬まで冷水が影響したが，中旬以降全域

にわたり昇温し，高目水温となった。

大島～大室出し海域に大きな潮境が形成さ

れた。

水温は非常に顕著に昇温し，北部海域では

平年を３℃以上も上回る高水温となった。

６

非常に強い接岸傾向を示し，北

部の大島付近の海域まで直接の影

響が及んだ。

７

引き続き非常に強い接岸傾向が

持続した。

黒潮の直接の影響が強く，三宅島以北の海

域さて２８℃台の高水温とたった。

これは昭和３６年以来の高温であった。

上。中旬に一時的な変化があったものの，

全般的には北部海域で高水温，八丈島海域で

平年並の水温傾向が続いた。

８

冷水塊迂回後の黒潮は銭洲|海嶺

に沿って北上し，大室出し付近の

海域を東流した。

９

(次頁へつづく）

－７－



（表つづき）

沿岸海況

北部海域の水温は引続き平年より高目レベ

ルで経過した。

潮黒月

中旬に接岸傾向がわずかに弱ゴ

リ，伊豆半島沖で先月よりやや離

岸して，黒潮は三宅島付近を東流

した。

１０

今夏の水温に比較すると高目の度合いは小

さくなったが，北部海域の水温は依然として

平年より高目の傾向が続いた。

上旬には接岸傾向が強く，北部

海域に強流域か見られたが，下旬

にはやや離岸南下し，三宅島～御

蔵島付近の海域を流去した。

１１

水温降温期になり，除々に水温は低下した

か，北部海域に引続き平年よりやや高目の傾

向か続いた。

上旬は高目水温で経過したか，中旬以降全

域にわたり降温かめだち，下旬にはおおむね

平年並の水温レペルとなった。

降温期であるにもかかわらず，一月のレベ

ルあるいはそれを上回る高目水温で経過した。

２月から顕著な高温傾向の水温を持続し北

部海域では旬平均で平年を２～３℃も上回る

中旬以降接岸傾向が強まり，銭

洲海嶺に沿って，北部海域へ波及１２

した。

強い接岸傾向が続いた。Ｓ５４年

１

強く接岸して流れ一部は銭洲海
e

嶺に沿って北上していた。

２

先月同様強い接岸傾向を示し，

大室出し付近の海域で強い流れか３

水温となった。みられた。

(3)沖合定線調査（』線調査）

４月下旬（昭和５３年）

黒潮は御蔵島近海を流れ，Ｓｔ、０２８で2.5ノットの東流を観測した。

ペヨネーズを中心に青ヶ島～鳥島間には暖水域が形成されており，この海域の０～２００

，層水温は昨年同期と比べ１～３℃高めとたっていた。

６月中旬（ＫＥＲ，黒潮横断観測調査）

強い流れは観測されず，黒潮は三宅島～御蔵島近海をほぼ東へ流れていた模様でスミス付

近には南東に向う分枝流が観測された。

２月中・下旬（昭和５４年，ＫＥＲを兼ねる）

Ｓｔ、０２７以化で水温変化が激しく，Ｓｔ、０２７～０３２では１００ｍ以深まで１９℃台
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の高水温とたっていた。Ｓｔ、０２５とＳｔ、０２６で２ノット以上の流れを観測し，黒潮は三

宅島付近を流去していた。

(4)沿岸定線調査（トー２線）

４月中旬（昭和５３年）

銭洲海嶺南部に平年より低目の水温かみられたか，他海域の２００ｍ水温は平年より高く，

黒潮はＳｔ・Ｔ１１の南から三宅島付近を通り，Ｓｔ．Ｔ１６付近を北東に流去していた。

５Ｈ中旬

大島近海や高瀬付近で平年より低目の水温となっていたか，他は平年よりやや高目の値で

あった。端分量は表層で３４４６～３５．０９９６０を示し，Ｓｔ・Ｔ１１から三宅島，御蔵島にか

けて高墹分水のはり出しか見られた。黒潮は銭洲|の南を通り，三宅島～御蔵島近海を北東に

流れていた。

６月上旬

伊豆半島～銭洲海嶺間に西側から暖水の流入がうかがわれ，列島線東側には列島線通過後

の冷水か観測された。黒潮は離岸し御蔵島以南を流去している模様であった。

７月中下旬

調査海域は各層とも高水温となっており，特に北部海域を中心に平年より大幅に高目の値

となっていた。また北部海域に東向きの強い流れか見られ，黒潮は接岸傾向が非常に強く，

大島～三宅島間を東流していた。
／

８月中旬

各層水温は前月ほどではないか高目傾向であった。黒潮は強流帯が前月より若干南へ移っ

たが，強い接岸傾向を保ち，銭洲|海嶺付近を北上し，三宅島の北を通り，Ｓｔ．Ｔ１６付近を

流去していた。また大島西水道に暖水の流入が顕著であった。

９月中下旬

黒潮は銭洲海嶺にそって北上し，新島付近で進路を東へ変え流去していた。三宅島北側ま

で南から暖水が舌状に張り出し，また新島東海域を中心に地形性の冷水域が存在した。

１０月上旬

表面水温は２４．１～２７．７℃の範囲で平年より１．２～３．６℃高目となっており，南～東側

海域で特に顕著であった。黒潮は伊豆半島沖で先月よりやや離岸して銭洲|付近から三宅島方

向へ流去していた。

１１月上旬

降温期に入り水温は低下したか，平年に比べて全測点とも高目であった。
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北部海域ではおおむね１～２ノットの北～東に向う流れとなっており，Ｓｔ・Ｔ１９では

３．７ノットの強い北東流か観測された。また黒潮は接岸して銭洲海嶺に沿って北上し，大島

南側を東流していた。

１２月中下旬

黒潮は１１月の観測同様接岸傾向か強く，全域にわたり平年を上回る水温となっていた。

１月中下旬（昭和５４年）

北部海域での表層は広く１７℃台の水温帯におおわれ，先月までの高温傾向はいくぶん弱

まったが，引続き黒潮は接岸傾向か強く，新島～三宅島間を東流していた。

２月上旬

表面水温は１５．９～１９．７℃の範囲で，大島近海を除き１月の観測時より水温は昇温して

平年より１．３～３．１℃高目となっており，各層水温も高温傾向となっていた。

黒潮は接岸傾向か先月に引続いて強く，銭洲海嶺に沿って北上し神津島付近を通った後北

北～東に流去していた。

３月上旬

黒潮は相変らず接岸傾向が強く，大島～三宅島間を東流し大島近海でも強い流れか観測さ

れ，水温は全域にわたり高目であった。

２）主要魚種の漁況

（１）マサパ

伊豆諸島海域におけるサバたも抄い網漁業は１月２８日に大室出し海域で始まった。その後

漁場は３月７日からひょうたん瀬海域に移り，終了期の６月上旬までほぼ同海域に形成された。
●●

この海域におけるたら抄い網漁業船は約１３０隻で，１～６月の１都３県主要港の水場景は

１３２，２１０トンであった。これは近年最高の５２年（約１５４，０００トン）にはおよばない

が，昭和４６～５０年（３２，０００～５２，０００トン）の不漁年を大幅に上まわった。

（なお，詳細については”関東近海のマサパについて”昭和５３年度版参照。）

(2)ハマトピウオ

鳥島およびスミス～青ヶ島の南部海域では，それぞれ２月中旬，３月中旬から本格的来遊

かみられて，最盛期には－航海当り１万尾以上の漁かあったか，荒天とサメ被害のため出漁

船が少なく，漁獲量も昨年を下回った。

主漁場の八丈島近海では，初漁から順調に来遊量が増加して，４月中旬に一時中だるみか

あったほかは３月中～５月中旬まで一夜一隻平均９００尾以上の好漁が続いた。

銭IHl～三宅島以北海域は，４月上旬まで不安定な海況で経過したため目立った漁は左かつ
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たが，中旬以降漁況は好転し，一夜一隻平均１，０００尾以上の好漁か５月中～下旬雀で持続し

た。

海域別漁獲尾数は，鳥島２９万尾，スミス～青ヶ島４９万尾，八丈島１４０万尾，銭洲～三

宅島以北７０万尾で計２８８万尾となり，昨年を３９万尾上回り過去１０年のうちでは最も好

漁であった昭和４７年とほぼ同じ漁獲尾数であった。

また，銭洲～三宅島以二I上の７０万尾は，昭和３７年に９３万尾を記録して以来の好漁であっ

た。

(万尾）

３

漁

２

i藍

！
Ｈ軍

二

Ｊ
厄

■

岳
川

4３ 4４４ 4ｓ４７ ４８４ｓ５０５ 5２５３ (年）

図４年別漁獲尾数

(3)マカジキ

今春のマカジキ漁は，２～４月にかけての海況変動のため，３月上旬に銭iﾄﾄ悔域を中心に３０

トンのまとまった漁かあったのを除いて，安定した漁場か形成されず，伊豆諸島全体で４６ト

ンと過去１０年のうちでは，昭和４３年の４０トン以来の不漁年であった。

水揚地別では，大島０．４トン，神津島４０．９トン，三宅島１５トン，八丈島３．２トンとなっ

ており，神津島が全体の８９％を占め，逆に大島では，他県船の利用が減少したため，昭和３９

年以来の最低を記録した。

(4)カツオ

伊豆諸島海域の地元曳縄による近年の漁獲量は，漁獲努力の増加で漸増傾向にあるが，本年

は５月に黒潮の小変動があり水温変動が激しかったため，総漁獲量は３０８トンで５２年を下
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回った。このうち八丈島が２７２トン（総漁獲量の９０％）で圧倒的な比率を占め，一日一隻

平均における漁獲量の経過は，３月９１k９，４月１５８k９，５月７９k,の漁獲をあげた。

(5)クサヤモロ

八丈島～青ヶ島周辺のクサヤモロ（青ムロ）対象小型棒受網漁は，例年より半月早く７月１８

日に開始された。操業船は１９隻に増加し，１日の漁獲制限は漁期間中，６３０～８００k9に

設定された。

７月下旬～８月上旬は１日１隻平均５５０k,の漁況で始まり，８月中旬から１２月２３日の

終漁日まで漁獲制限一杯の好漁か安定して続き，１０月中旬には漁獲制限は，－時４００k9ま

で下げられた。

八丈島の漁獲量合計は，１，０６８トンと一昨年の最高記録（８６０トン）を大巾に更新し，

大豊漁年となった。

三宅島～御蔵島周辺のクサヤモロ漁も好漁で，総漁獲量８１．５トンであった。

大島岡田の小型船によるモロ（白ムロ）棒受網漁は，近年の紀伊半島周辺の来遊最増加を反

映してか，昨年再開され４．４トンを漁獲し，本年は８トンを漁獲した。

(6)ケンサキイカ

本年のケンサキイカ漁は，３月２１日に式根島，２４日に新島，２７日に神津島の各島周辺

で開始され，大島周辺は４月２日が初漁日であった。

大島では５月上旬に１夜１隻平均１３０k,の好漁があり，ほぼ昨年並の５０トンを漁獲した。

一方新島，弍根島，神津島周辺では，５月初旬に１夜１隻平均５０k,の漁かあったほかは，

３０～４０k,の漁況が続き各島とも昨年の約１／３の漁獲量に終わった。三宅島では操業船か

少なく0.6トンの水揚量であった。

総漁獲量は，１１２トンと昨年の１／２の並漁となった。

表２ケンサキイカ水揚量単位：ｋ,

１９７８年

大島岡田港

波浮港

新島渡浮根港

式根島泊港

神津島神津島港

三宅島阿古港

坪田港

合計 辰

０
０
２
６
５
０
０

３
４

４
６

９

１

０
２
８
１
９
７
０

１
６
３
３
６

４
１
４
８
３

，
９
９
９

３
４
７
４

０

１４，２３３

２，５０１

９，１４３

６，８２８

１１９

０

０

１７，２１２

７３６

８，９８６

１０，０４６

１２３

２２

０

１０，７９５

２３

２８２

３，５７７

０

０

０

４，３６３

０

０

６５１

０

０

３２８２４ ３７１２５２０８３２０２１７
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(7)タカベ

大島から三宅島の総漁獲量は，５２年の７０％程の約３１３トン（大島統計'情報出張所，三

宅支庁調べ）であったか，近年では５０年の２６０トンに次いで低かった。島別には三宅島が

５２年並のほかは，大島から神津島の各島とも５２年を下まわり，特に神津島で顕著だった。

主漁期は５～９月であるが，７月中旬以降黒潮か著しく接岸し，漁場の表面水温が３０℃に

達する日もあって，漁況はさらに低下した。

（

冒
巨
画
杵
岳
｛
居
｛
烏

１ Ⅲ
ｚ
二
一

ｉ
漁
繼

【Ｉ．

[１１

1２月１０６ ８ ０５ ７ １３

図５

１ ２ △

５３年のタ カベ漁獲量

(8)スルメイカ

昭和５１年以降の太平洋系スルメイカ資源の急速な減少とＡ型海況の継続によって，５３年

も島しょでは著しい不漁がひき続き，大島の年間水揚量は２５９k9にとどまった。
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資料表

1．海洋観測表

(1)沖合定線調査（第１～第３次）

(2)沿岸定線調査（第１～第１２次）
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昭和５４年度

1．調査の実施状況

１）実施機関および担当者名

実施機関東京者Ｍ(産試験場

担当者同大島分場

小堀伸治

※
草苅正

今井丈夫

中川政男

武藤光盛

竹之内卓夫

小泉正行

斎藤盛致

岡村陽一

床枝真吉

有馬多恵子

有馬多恵子

岡庭長男

武藤光盛

。、泉正行

場長

分場長

海況・漁況

検塩

プランクトン

卵稚仔

2）沖合定線調査

（１）実施調査船

舶名

乗組員

トン数

主機

測深機

音響測深機

レーダー

ロラン

電気水温計

ＳＴＤ

みやこ

船長青沼勇他１６名

１２７．３２トン（Ｇ、Ｔ）速力１２７．３２トン（Ｇ、Ｔ）速力１０．３ノット

ダイハツ中速ディーゼル 馬力６００ＰＳ

Ｔ、８－２型（鶴見精機製）ワイヤー１，５００ｍ

ＦＵＶ－１２型，ＦＭ－２２Ｃ型（古野電気製）

ＦＲ－１５１－Ｄ型（古野電気製）

ＬＲ－７７６型（光電製作所製）

ＭＫ－６１（村山電気製）

９０６０型（プレッシー社製）

－３３－



ＧＥＫ４型（理化学研究所製）

サリノメーター（オートラプエ業社製）

※現本場技術管理部長

(2)観測定線概要図

（図１参照）
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Ｌ島．

１３ずＥl４ｒＥ１４１．回１０餘呂：

大鳥～鳥島間（』線）１０側点

図１沖合観測定線図

(3)調査項目

海象：水温・塩分（転倒温度計およびナンゼン採水器使用による６

側）

流向・流速．水色・波浪・うねり・海深・潮目

気象：風向・風力・雲量・雲形・天気・気温・気圧

生物：プランクトン（鐙Ｂネット，Ｏ←１５０，垂直曵き）

卵稚仔（同上，⑬ネット，表面水平５分間曳き）

00ｍ層までの各層観
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魚群分布（魚群探知幾，目視等による）

(4)実施概要

調査年月日

Ｓ５４．４．３～５

６１２～１３

s５５．２．２５～２８

備 考

みやと

〃

〃

竹之内卓夫

床枝真吉

武藤光盛

０
０
０

１
１
１

０
０
０

１
１
１

０
０
０

ＫＥＲ：黒潮横断観測

ＫＥＲを兼ねる

3）沿岸定線観測

（１）実施調査船

ａ船名Ｚ人やこ２）の(1)参照

ｂ船名やしお

乗組員船長立島昭他６名

トン数２８．５８トン

主機キャタピラー三菱高速ディーゼル

側深機Ｔ・Ｓ－０Ｐ（鶴見精機製）

魚群探知機ＦＨＧ－１５００（古野電気製）

レーダーＦＲＣ－４０２型（古野電気製）

ロブンＬＣ－２００（古野電気製）

電気水温計ＳＫ－１１（村山電気製）

ＧＥＫ５型（理化学研究所製）

（２）観測定線概要図

（図２参照）

速力１２．０ノット

馬力３６５ＰＳ

ワイヤー５００ｍ
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図２沿岸観i則定線図

(3)調査項目２）の(3)に同じ（但し，水温，塩分は転倒温度計およびナンゼン採水器使用に

よる４００，層までの各層観測）

(4)実施概要

調査員名 考備調査年月日

S５４．４１２，１３，１６，１８～1９

５．２４～２６

６．４～６

７．６～８

８．９～１１※

９．３～４，１０～１１

１０．９．１１～１２

１１．２７～３０

１２１～３※

Ｓ５５．１．１８～２３

２．１８～２０

３．１２～１４

斎藤盛致

〃

〃

〃

〃

〃

岡村陽一

〃

０
１
０
１
１
１
２
２

１

と
お
こ

や
〃
〃
し
や
〃
〃
〃

み
や
み

９
８
９
８
８
８
７
７

１
１
１
１
１
１
１

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

荒天のためＴ１３欠測

荒天のためＴ１３欠測

荒天のためＴ１３欠測

荒天のためＴ１３欠測

荒天のためＴ５，Ｔ７欠測

荒天のためＴ３，Ｔ９～
１９欠測

荒天のためＴ１１欠測

荒天のためＴ３欠測

荒天のためＴ７欠測

荒天のためＴ３ｉＴ１３ｸq則

９
９
９
９

１
１
１
１

８
８
８
７

１
１
１
１

１
１
１
２

〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

※ＫＥＲをかねる
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4）予報資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料

調査指導船緬みやこ”“やしお”・かもめ”⑪拓南”による調査資料

市場および一般漁船からの聞込み調査

島しょ各漁業協同組合との電話連絡および聞込み調査

各水研・水試・水路部および漁業情報サービスセンター等の発行資料

すとれらあ丸観測資料

漁獲物の魚体調査資料

５）予報・情報の発表

（１）漁海況速報

主な対象魚種

メママハケカタイアメヒクア
マン

ォラサ

；サニヱシカサダヤコタ。マ
ウイモ

ジキパオカオペキイイサロウ

発行部数および

主を配布先
発行年月日

各回７４部

年間合計３，７７４部

主な配布先

都下各漁業協同組合

東海区水研

水産庁

関係各県水産試験場

その他の関係各官公庁

報道機関等

（６０ケ所）

Ｓ５４．４／２９．１６．２３

５／７．１４．２１．２８

６／4．１１．１８．２５

７／2．９．１６．２３．３０

８／６．１３．２０．２７

９／3．１０．１７．２５

１０／1．８．１５．２２２９

１１／5．１２．１９．２６

１２／３１０．１７．２４

s５５．１／7．４．２１．２８

２／4．１２．１８．２５

３／３．１０．１７．２４

(2)その他の公示方法

「大島分場だより」に各種調査結果および予報を掲載

大島漁業用海岸局より漁海況調査結果の無線放送および港内放送による停泊漁船への周知そ

の他新聞等への公示

－３７－



調査研究結果

1）海洋状態の推移と特徴

（１）黒潮の動勢（図３）

2．

３５０

３０に、

３５０

３０，

３５。

３０。

３５

。

３０

Ｏ【

'１１十一→
締↑－－つ

図３黒潮の流軸変動（水路部海洋速報より）

黒潮はＡ型で経過したが年度を通じ流軸に比較的大きな変動かみられた。

３月から６月前半にかけて，冷水域および黒潮蛇行部の西偏傾向か強く，四国沖で離岸か顕

著とたった。一方東海沖ではこの間，流軸か熊野灘沖へ曲り込むＡｓ型となり，黒潮は熊野難

～遠州灘沿岸部に接岸して流去した。また豆南～房総海域では，流軸の離接岸小変動かしばし

－３８－
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ば起った。

６月後半になって冷水域が東偏し流軸の熊野灘への曲り込みはなくたり，７月にたると流軸

は四国沖で接岸してきた。

８月前半に黒潮は豆南海域でも離岸し，その後１０月前半まで房総半島沖で大きく離岸した。

このようなＡ型期におけるＤ型冷水塊の出現は極めて稀れな現象であった。

９月以降冷水域は東偏し規模かやや縮少したが，比較的安定して経過した。

５５年２月前半に八丈島の南側を通る流れが強まり，冷水域迂回後の北上部か豆南海嶺東側

に移行したか，後半には再び西側に移った。この北上部の東西変動にともない，豆南～房総沖

ではかなり大きな雛接岸変動があった。

黒潮蛇行部の最南端は北偏傾向を示し，３１．Ｎ以南には達しなくなった。

(2)伊豆諸島海域の海況変動

黒潮か引続きＡ型で経過し，伊豆諸島海域では黒潮系水が北部海域まで波及するパターンが

続いたか，黒潮流軸に比較的大きな変動があった事と対応して，昨年度に比較してかなり大き

な海況変化かあらわれた。

本年度の海況概要を表１に示した。

‘表l伊豆諸島海域の海況経過の概要

月

Ｓ５４年

黒 潮 沿岸海況

北部海域の高温傾向は弱まり，平年並～低

目の水温に転じ，大島・神津島・三宅島で今

年最低水温を記録した。

八丈島では順調に昇温して下旬に２０℃台

に達した。

沿岸水の張出していた北部海域に，暖水勢

力が徐々に及び，昇温が著しく，下旬には

２２℃台の暖水が大島中西側にも及んだ。

上旬にやや高目の水温で経過したが，沿岸

水か複雑に張り出し，水温はやや停滞気味に

離岸（南下）傾向に転じ，御蔵

島～八丈島間を流去した。

４

上旬にやや接岸（北偏）し，下

旬には強い接岸傾向となった。５

上旬には銭洲海嶺に沿って北部

海域へ波及したか，勢力は強くな

った。

中旬以降北部海域を迂回するよ

うに三宅島以南を流去した。

推移した。６

（次頁へつづく）
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(表つづき）

潮黒 沿岸海況

北部海域には複雑に沿岸系水が張り出し

ていたが，上旬に一時的な暖水の波及があ

った。しかし暖水の波及は安定せず，昨年

同期のような著しい昇温はみられなかった。

北部海域の水温はほぼ平年並みまで低下

した。下旬に暖水が北部海域へ流入して，

昇温か顕著であった。

月

冷水域が東西に巾広くなり，黒

潮は伊豆海嶺に沿って北上した後，

神津島→三宅島・御蔵島付近→八

丈島方向へと複雑な流路をとった。

７

大島～銭洲海嶺付近で南下流か

みられ，黒潮は離岸して八丈付近

まで南下した。

下旬になると黒潮は銭洲|海嶺に

沿って北上するようになった。

８

北部海域は平年並の水温で経過，神津島

海域には高目が続いた。

後半に全域で昇温傾向となった。

三宅島～御蔵島付近を北東に流

去したが，中旬には神津島付近か

ら三宅島～御蔵島付近を東進し，

列島線東側では南東方向へ流去し

た。

暖水勢力が及んだが，新島～三宅島付近

には周囲よりやや低温を水域が存在した。

中旬以降北部海域は２１～２３℃台の冷

水域となった。

台風の影響による水温変動があった。

上旬はやや高目の水温レベルで経過した

が安定せず，降温して平年を下回る水温と

（八丈島では平年並）

接岸傾向が強まり，列島線東側

ではおおむね南下流が卓越してい

た。１０

小変動はあるものの，比較的安

定した接岸傾向で，三宅島付近を

流去した。

その後やや離岸し御蔵島付近を

流去した。

１１

先月末から全域とも昇温し，北部海域～

八丈島海域まで高目の水温で経過した。

強い季節風による水温変動がみられたか，

引続き北部海域まで高水温傾向が続いた。

接岸傾向に転じ，流軸は銭洲海

嶺～三宅島付を通過した。

１２

接岸傾向は先月より強まり，大

島南海域まで及んだ。

北上部が伊豆海嶺西側でわずか

に東西変動した。

S55年

１

（次頁へつづく）
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(表つづき）

沿岸海況

全域とも降温か顕著で，平年より１～２

℃低目の水温で経過した。

潮月 里
ハ､、

列島線を八丈島の南側で横切り，

列島線の東側を北上して房総方面

下旬に御蔵島海域まで勢力か及

２

んだ

黒潮かＳ字蛇行をしていた３月前半は北

部海域へ暖水勢力が及び水温もほぼ平年並

まで回復したか，一段と変化の激しい海況

となった。

後半には八丈島海域に冷水の張出しかあ

北上部か列島線上を南北に通る

ようにたり，この北上部が八丈島

を東西にまたぐような変動や，列

島線上でＳ字蛇行をするような変

動をした。

３

つた゜

(3)沖合定線調査（』線調査）

４月上旬（昭和５４年）

水温分布はおおむね，大島～三宅島１６℃台，三宅島～御蔵島１７～１９℃台八丈島２０

℃台，青ヶ島～鳥島１８℃台となっており，全般に流速は弱かった。黒潮は御蔵島付近を流

去していた。

６月中旬（ＫＥＲ：黒潮横断観測）

表面水温分布は大島～三宅島で２１℃台，三宅島以南では２２～２４℃台となっており，

高水温域は御蔵島～八丈島間とスミス近海にみられた。

各層水温は三宅島～御蔵島海域で温度傾斜が急､とたり，黒潮は御蔵島近海を流去していた。

２月下旬（昭和５５年，ＫＥＲを兼ねる）

北部海域は沿岸系水におおわれ，表層の水温は１４℃台，塩分は34.6960前後で，１ノッ

ト前後の不規則を流れかみられた。

三宅島～御蔵島海域で各層水温は急､激に上昇し，御蔵島～八丈島には比較的強い流れかあ

り，黒潮は列島線に沿って北上して八丈島の東側を迂回するように御蔵島海域まで達してい

た模様である。

(4)沿岸定線調査（トー２線）

４月中旬（昭和５４年）

先月までの高温傾向は弱まって平年並かやや低目の水温を示し，塩分量も平年並の測点か

多かった。黒潮は離岸傾向で，御蔵島以南を流去していた。

－４１－



５月下旬

表面水温は昇温して，２２℃台の暖水が大島の南西側まで及んでいた。流向は東向きの流

れが卓越していたが，南向きの流れがある等複雑な流れとたっていた。黒潮は３月以前の接

岸傾向に戻り三宅島付近を東流していた。

６月上旬

大島東側でやや低目の水温であったが，大島以南は広く２２℃台の水帯でおおわれ，新島

東側から南東側にかけて２３℃台の暖水がみられた。黒潮は接岸傾向で銭IIlから新島～三宅

島間を東～北東に流去していた。また北部海嶺付近は潮目も多く複雑な様相を呈していた。

７月上旬

２５℃台の暖水は大島南側にまで波及し，新島東側に２３℃台の冷水がみられた。北東へ

の流が卓越し，銭洲|海嶺北西側で１．９～3.0ノットの強い流れが観測され，顕著な潮目も目

視された。黒潮は接岸傾向で大島～三宅島間を北東に流去していた。

８月上中旬

大島付近に沿岸系水の影響を受けた低水温域か存在した。向流か卓越し，２ノット以上の

強い流れが数測点で観測された。黒潮はやや離岸傾向で，三宅島～御蔵島付近を流去してい

た。

９月上中旬

表面水温は２４．９℃～２８７℃の範囲にあって，おおむね平年並か，やや高目であったか，

北部でかたり高目の水温を示した。２００ｍ層水温分布では１６℃等温線が三宅島南側を東

西に通り，黒潮は三宅島付近を東北東～北東に流れていた。

１０月上中旬

表面は広く２５℃台の水帯におおわれ，平年並か平年より高目であった。１００ｍ層，

２００，層では最高水温帯が銭洲|海嶺に沿って存在し，黒潮はかたり接岸して新島の上側を

東流後，南東へ向きを変えていたと考えられた。

１１月下旬

荒天のため調査海域は北部海域に限られた。表層の水温は季節風の影響で平年より低目で

あった。

１２月上旬

７５ｍ以浅層の水温は全測点で平年より高く，この傾向は北部海域で非常に顕著であった。

黒潮は三宅島付近を北東に流去していた。

１月中下旬（昭和５５年）
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黒潮は著しく接岸し，大島～新島付近を東～北東へ流去していた。このため各層水温は先

月に引続き高目で，全般に東～北東に向う流れか観測された。

２月中旬

表面水温は１４．１～１６．４℃の範囲で，先月に比べ１～４℃降温し，調査海域全域にわた

り各層水温とも平年よりやや低目～低目となった。塩分量も平年並の値に低下した。黒潮は

離岸・南下して調査海域の南を流去していたと考えられた。

３月中旬

列島線東側で全般に平年より高目の水温であったか，ほかは広く平年並の水温であった。

流れは東へ向うものが多く，黒潮は銭INl海嶺の南側に沿って，三宅島付近を東～北東に向け

流去していた。

２）主要魚種の漁況

（１）マサパ

伊豆諸島海域におけるサバたも抄い網漁業は１月２４日から大室出し海域で始まった。その

後漁場は３月６日からひょうたん瀬海域に移行し，５月１７日までほぼ同海域に形成されたが，

終漁期は高瀬ｂ大室出し海域に再び移行した。

たも抄い網漁業着業船は約１７０隻で１～６月の－都三県主要港の水揚量は１７７，３９６ト

ンで，好漁の５３年（１３２，２１６トン），５２年（１５４．３７４トン）を上回る豊漁であっ

た。

左た，昭和４０年以降では，昭和４２～４４年（１２６，５６５～１３６，３０３トン）の豊漁

年代をも上回るか，これは近年（昭和４９年以降）ハネ釣りからたも抄い網に漁法が転換され，

漁獲効率か増大したことも強く影響していると考えられる。

（なお，詳細については風関東近海のマサパについて”昭和５４年度版参照）

（２）ハマトピウオ（図４）

本年度の春トビ魚は例年より早く１月２９日に八丈島で初漁がみられたが，烏島からスミス

～青ヶ島の南部海域は漁期中を通じて低水温で経過したため濃密な漁場が終始形成されず，烏

島６万尾，スミス～青ヶ島２７万尾と不漁であった。

八丈島では盛漁期の３～４月に漁獲量が伸び悩んだものの，初漁期の２月が好漁であったこ

とや，南部漁場か不漁のため漁船か集中したことなどがあって１１０万尾を水場した。

銭洲～三宅島以北海域は漁期中黒潮が付近を流去するなど海況に恵まれ，４月中旬に銭洲海

域で中だるみがみられたものの５月上旬まで好漁か持続して昨年を１０万尾上回る８０万尾の

水場を記録し，これは昭和３７年の９３万尾に次ぐ好漁であった。
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［
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図４旬別漁獲尾数

(3)マカジキ（図５）

２月上旬に八丈島近海で開始された今春のマカジキ漁は，３月中～下旬に神津島海域を中心

に１４～１８トンの比較的安定した水場がみられたか，この時期以外は低調な漁模様で経過し，

伊豆諸島全体（２～５月）では５６トンと大不漁年であった昨年を１０トン上回ったが過去

１０ヶ年の平均１１３トンには遠くおよばなかった。

水揚地別では本年も神津島か４９トン（８８％）と大半を占め，他島を大きく引き離した。
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（トン）

]L豆諸島全体

甲津島漁協

4２４４４ｓ４ＢＳＯ５２５４（年）

図５年別漁獲量

(4)カツオ

本年の伊豆諸島海域の漁獲量は５３９トンで，過去１５年間に最も豊漁であったＳ４８年

（３５７トン，２～８月）を大巾に上回った。

この原因としては安定したＡ型海況で経過し，黒潮は４月に－時御蔵島以南に南偏したもの

の，おおむね接岸傾向にあり，最盛期となる３～５月には八丈島で水温か順調に昇温したこと

と八丈島近海での操業船か増加し，３～５月で延３，３００隻となったことがあげられる。

なお，八丈島近海での漁況経過は一日一隻平均３月１０５k９，４月１６２k９，５月１７２k,

とたっており，この海況での漁獲は５１５トンで全体の９５％を占めた。

(5)クサヤモロ

八丈島～青ヶ島周辺のクサヤモロ（青ムロ）対象の小型棒受網漁は８月中旬に開始され，開

始と同時に１日１隻１，００８k,の漁獲制限が設けられた。操業船は昨年より更に増加して２１

隻となり，８月中は１日１隻平均７００k9と好漁であった。９月以降１日１隻平均４００～

６００k,の漁況か続いたか，１２月に入っても漁況は安定しており，５５年１月下旬まで操業

された。

八丈島の総漁獲量は７６６トンと昨年を下回ったか，豊漁であった。

三宅島周辺のクサヤモロ小型棒受網漁は，８月下旬に始められ，１２月２１日までに昨年を
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やや下回る５４トンを漁獲した。

(6)ケンサキイカ

本年のケンサキイカ漁は，３月４日に式根島周辺で開始され，三宅島は９日，大島，新島は

１７日，神津島は２７日が初漁日と，昨年２より更に早まり漁業者の意気込みか感じられた。

３～４月期に黒潮が離岸して低温であったか，初漁期から１夜１隻平均５０k9程度の比較的

好漁が５月中旬まで続いたが，５月下旬以降漁況は１夜１隻平均２０～３０k9と低下して経過

し，７月上旬には早くも終漁期となった。

総漁獲量は１２９トンとほぼ昨年同様の並漁となったが，新島周辺での漁獲量か倍増したの

が目立った。

表２ケンサキイカ水場景単位：ｋ９

１９７９年

大島岡田港

波浮港

新島渡浮根港

式根島泊港

神津島神津島港

三宅島阿古港

坪田港

合計

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 計

４６７

４６，４２１

１６，６７８

３３，１２９

２５，００１

６，９４６

０

１２８，６４２

IjlIjll1IliJ
6，５８９ ５８，２７３ ３４，３６９ ２６，２０９ 3，１４６ ５６

(7)カタペ（図６）

年間の漁獲量は各島とも前年を下まわり，総漁獲量は近年最低の２２６トン（大島統計情報

出張所，三宅支庁調べ）であった。昨年に比べ主漁期の海況変動か大きく，８月には冷水域に

覆われて，漁況低下を助長した。

－４６－
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(8)スルメイカ

太平洋系スルメイカの漁獲量は依然として低い水準にあるか，昭和５３年以降，三陸から熊

野灘の沿岸にかけて，地域によっては漁獲量の増加かみられた。しかし島しょ海域では，この

傾向は全くみられず，大島近海で１１月に１６３k9水場されたほかは皆無にひとしかった。

3．漁況海況予報事業実施上の問題点

。昭和５２年度より２００カイリ水域内漁業資源調査のうち「卵稚仔魚群精密分布調査」の委託

を受け，当事業と予算面での整合性か問題となったか，当事業では物理的（水温・塩分・流れ等）

を海洋観測および海洋環境の把握を主対象とし，卵稚仔・プランクトン関係は「卵稚仔魚群精密

分布調査」で対象とするように予算的に整理された。

。関東・東海ブロック水産海洋連絡会での共同作業等を通じて，昭和３９年以来蓄積されてきた

沿岸定線調査資料の整理をおこなった。第一段階として水温・塩分量の平均値を使って⑪平均的”

を海洋構造の把握に努めたか，今後伊豆諸島海域の特性を考慮し，黒潮流路の変動パターンに合

わせた海況の類型化等のより細かい解析か必要である。

。漁業の多様化にともない各種漁業情報に対する要求が増加している。従来の情報は“月単位”

や㈹週単位”でとりまとめたものが多かったのに対し，最近は「短期変動」を対象とした漁海況

情報や予測か要求されている。これに対応するには漁業者とより密接に情報交換をおこなうとと
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屯に，テレファックス等を利用して，効率的で迅速な情報の収集・処理・通報システムを組立

てていく必要があろう。

。漁況．海況の変化を継続して把握するためには各漁業協同組合の協力が不可欠である。現在詳

細な漁獲統計資料も入手できるようになった。漁海況予測の精度向上のためにこれらを基礎資料

とし，資源調査結果等と合わせて，重要魚種の資源生態を明らかにすることが必要である。
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資料表

。

1．海洋観測表

(1)沖合定線調査．（第１～第３次）

(第１～第１２次）(2)沿岸定線調査

守
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